
Outcome

（厚労省提出指標）

指標 

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子
A）手術後 48時間以内緊急再手術数 

B）一入院期間中の手術後 30日以内緊急再手術数（手術後 48

時間以内含む） 

分母の退院患者の内、一入院の間に指標 15 A） B）に当てはま

る（手術月は当月とは限らない）患者数。B）について、例えば脳

血管疾患で手術・入院し、骨折等で再手術した場合は除く。 

分母 入院手術数（入院手術を行った退院患者数）
対象月の退院患者の内、一入院の間に手術室で手術（カテーテル、

内視鏡は除く）をおこなった患者数 

収集

期間
１ヶ月毎  

調整

方法

緊急再手術割合 Ａ）入院手術患者の術後48時間以内緊急再手術割合 
Ｂ）一入院期間中の手術後30日以内緊急再手術割合 30

・外科系チームの医療の質の評価。 

A）最小値：0  25％値：0  中央値：0  75％値：0.29  最大値：0.65 

B）最小値：0  25％値：0  中央値：0.27  75％値：0.87  最大値：2.13 
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Ａ）2019年の報告された手術総件数は33,319件、手術後48時間以内緊急再手術があったのは22施設、84件0.25％

でした。2017年0.32％、2018年0.27％と減少ないしは横ばいです。各施設の変動は-1.5％から1.2％ですが、

発生頻度は低いため、実数での増減をみる必要があります。しかし、22施設で未報告月があり、10施設は6ヶ

月以上の未報告があります。発生頻度の低い事象を測定する指標では、実際の発生例をもとに改善策を検討

することが有用と思われます。 

Ｂ）１入院期間中の手術後30日以内緊急再手術数（手術後48時間以内含む）は30施設で1件以上の発生があり、

全体で250件(0.75％)でした。2018年より103件少なく、各四分値も、中央値0.44、75%値1.00、最大値2.43と

比べて低下しています。しかし外れ値が3施設あり最大は2.91％、2％以上の発生が4施設ありました。2018年

の手術件数100件未満の施設を除くと2%以上の施設は3施設、最大は2.64%ですので、最大値については低下と

も言い切れないようです。1%以上の減少は4施設、増加は3施設ありました。 

発生頻度の低いこのような指標では、測定月数が少ないと、算出された割合（％）の精度は低くなるため、

施設間で比較検討する意義も薄まってしまいます。測定の難易度はそれほど高い指標ではないと考えられます。

全期間の測定とともに、事例ごとの発生原因の検討の中から、個別の原因と集積したデータからの系統的要因

の探索を通して、改善につなげ、教訓を共有していただくことを期待します。 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

考察 
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